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菓
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菓
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兼

岡

理

恵

は
じ
め
に

「
菓
子
栞
」と
は
、
箱
詰
の
菓
子
な
ど
に
入
っ
て
い
る
、
菓
子
の
素
材
や
由
来
な
ど
を
説
明
し
た
紙
片
の
こ
と
で
あ
る
。
筆
者
は
、

こ
の
菓
子
栞
に
書
か
れ
た
菓
子
の
由
来
や
、
菓
子
に
ま
つ
わ
る
歴
史
、
伝
説
な
ど
に
着
目
し
て
研
究
・
授
業
を
行
っ
て
き

１た
。
授
業

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
駒
澤
大
学
文
学
部
国
文
学
科（
国
文
学
特
講
）、
青
山
学
院
大
学
総
合
文
化
政
策
学
部（
文
化
基
礎
演
習
）、

成
蹊
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
（
古
代
日
本
文
学
講
義
）、
同
・
国
際
文
化
学
科
（
演
習
）
な
ど
で
実
施
、
千
葉
大
学
で
は
二
〇
一

四
年
度
文
学
部
開
講
科
目
「
民
俗
・
伝
承
論
ｂ
」
で
講
義
を
行
っ
た
。
そ
し
て
二
〇
二
〇
年
度
は
、
普
遍
教
育
地
域
科
目
（
基
礎
）

「
菓
子
栞
か
ら
地
域
を
ひ
も
と
く
」（
第
二
タ
ー
ム
）
と
し
て
開
講
し
た
。
そ
の
シ
ラ
バ
ス
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

日
本
各
地
に
は
、
そ
の
地
の
歴
史
・
伝
説
に
ち
な
ん
だ
名
物
が
多
く
存
在
す
る
。
そ
の
中
で
も
特
質
す
べ
き
は
「
お
菓
子
」

だ
ろ
う
。
八
ツ
橋
、
安
倍
川
餅
、
き
び
だ
ん
ご
…
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
多
く
に
は
菓
子
の
由
来
や
、
菓
子
開
発
者
の
苦
労
、
味

へ
の
こ
だ
わ
り
な
ど
が
書
か
れ
た
「
菓
子
栞
」
が
添
え
ら
れ
、
菓
子
の
美
味
し
さ
を
引
き
立
て
て
い
る
。
こ
の
「
菓
子
栞
」
は
、

（１３５）
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他
国
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
、
日
本
文
化
の
一
つ
と
も
言
え
よ
う
。

本
講
義
で
は
、
菓
子
栞
を
て
が
か
り
に
、
菓
子
に
ま
つ
わ
る
伝
承
、
土
地
と
菓
子
の
む
す
び
つ
き
、
菓
子
栞
の
制
作
背
景
な

ど
、
様
々
な
角
度
か
ら
考
察
す
る
と
と
も
に
、
菓
子
栞
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
。

傍
線
部「
菓
子
栞
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」と
は
、
あ
る
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
そ
れ
に
基
づ
く
菓
子
・
菓
子
栞
を
制
作
す
る
、

い
わ
ば
「
仮
想
・
商
品
開
発
」
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
授
業
で
扱
っ
た
テ
ー
マ
は
、
各
大
学
・
学
生
の
専
門
に
合
わ
せ
、
た
と
え
ば

『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
と
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
（
駒
澤
・
国
文
学
科
、
成
蹊
・
日
本

文
学
科
）、「
外
国
人
向
け
・
日
本
の
お
土
産
と
し
て
の
菓
子
」（
成
蹊
・
国
際
文
化
学
科
）
な
ど
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
の
大
学
で
も

必
ず
行
っ
て
き
た
テ
ー
マ
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
新
・
大
学
銘
菓
」
で
あ
る
。
大
学
銘
菓
と
は
、
各
大
学
が
大
学
グ
ッ
ズ
の
一
環
と
し

て
制
作
し
た
菓
子
の
こ
と
で
、
学
生
に
は
自
分
の
大
学
を
ア
ピ
ー
ル
す
べ
く
、
新
た
な
大
学
銘
菓
・
菓
子
栞
を
考
案
し
て
も
ら
う
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
菓
子
栞
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
っ
て
期
待
さ
れ
る
学
習
効
果
と
し
て
、
①
菓
子
・
菓
子
栞
を
制
作
す
る
た
め
に

は
、
そ
の
テ
ー
マ
に
対
す
る
様
々
な
知
識
が
必
要
で
あ
り
、
学
生
が
主
体
的
に
学
ぶ
契
機
と
な
る
。
②
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
栞
の
デ
ザ
イ

ン
、
栞
本
文
の
作
成
等
、
デ
ザ
イ
ン
・
文
章
表
現
の
練
習
に
な
る
。
③
考
案
し
た
作
品
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
の
効
果
的
な
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
、
な
ど
が
あ
る
が
、「
新
・
大
学
銘
菓
」
制
作
に
お
い
て
は
、
大
学
に
つ
い
て
、
そ
の
歴
史
や
特
色
な

ど
が
再
認
識
で
き
る
、
大
学
所
在
地
周
辺
の
特
産
物
や
歴
史
な
ど
、
地
域
に
つ
い
て
の
理
解
が
深
ま
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

筆
者
が
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
流
れ
は
、
ま
ず
学
生
個
人
で「
菓
子
・
菓
子
栞
」案
を
作
成
さ
せ
、
そ
の
後
、

グ
ル
ー
プ
で
各
自
の
案
を
持
ち
寄
っ
て
検
討
、
授
業
内
・
外
の
活
動
に
よ
っ
て
各
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
一
作
品
を
制
作
し
て
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
最
優
秀
「
菓
子
・
菓
子
栞
」
を
投
票
で
決
定
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
今
回
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

千
葉
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ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
っ
て
メ
デ
ィ
ア
授
業
と
な
り
、
通
常
の
方
法
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
不
可
能
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
当
初

は
中
止
も
考
え
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
実
践
・
学
習
効
果
等
を
考
え
、
メ
デ
ィ
ア
授
業
に
お
け
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
実
施
に
挑
戦
す
る

こ
と
に
し
た
。
本
稿
は
、
そ
の
授
業
報
告
で
あ
る
。

一
、
授
業
の
概
要

は
じ
め
に
、
本
授
業
（
普
遍
教
育
地
域
科
目
〔
基
礎
〕「
菓
子
栞
か
ら
地
域
を
ひ
も
と
く
」）
の
概
要
を
示
す
。

１
、
登
録
者
数

一
二
九
名
。【
内
訳
】
教
育
学
部：
八
二
名
（
一
年

八
〇
名
、
二
年

二
名
）、
理
学
部：

四
一
名
（
す
べ
て
一
年
）、
工
学
部：

二
名
（
三
年

一
名
、
四
年

一
名
）、
法
政
経
学
部：

二
名
（
三
年

一
名
、
四
年

一
名
）、
国
際
教
養
学
部：

二
名
（
三
年

一
名
、
四
年

一
名
）

本
授
業
は
、
一
年
生
は
学
部
学
科
指
定
科
目
で
、
例
年
な
ら
ば
抽
選
に
よ
る
人
数
制
限
が
あ
る
が
、
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
に
よ
る
入
構
禁
止
等
に
よ
り
抽
選
が
行
え
な
か
っ
た
た
め
、
受
講
希
望
者
を
す
べ
て
承
け
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

２
、
授
業
実
施
方
法

M
oodle

に
よ
る
オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
。
た
だ
し
大
学
銘
菓
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
はT

eam
s

に
て
実
施
（
後
述
）。

講
義
は
、
音
声
付
き
ス
ラ
イ
ド
に
て
行
い
、
適
宜
、
資
料
等
を
配
布
し
た
。

（１３７）
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３
、
授
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

第
一
回

ガ
イ
ダ
ン
ス

第
二
回

菓
子
栞
の
研
究
方
法
・
大
学
銘
菓
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て

第
三
回

講
義
（
菓
子
栞
を
ひ
も
と
く
①
・「
手
児
奈
の
里
」〔
千
葉
・
市
川
ち
も
と
〕）

第
四
回

講
義
（
菓
子
栞
を
ひ
も
と
く
②
・「
つ
き
い
れ
餅
」〔
宮
崎
・
金
城
堂
〕）

第
五
回

創
作
大
学
銘
菓
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
発
表
・
投
票

第
六
回

創
作
大
学
銘
菓
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
投
票
結
果
発
表
・
ま
と
め

授
業
内
容
は
大
き
く
分
け
て
、
第
一
・
二
回
…
ガ
イ
ダ
ン
ス
的
内
容
、
第
三
・
四
回
…
菓
子
栞
研
究
に
関
す
る
講
義
、
第
五
・
六

回
…
創
作
大
学
銘
菓
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
と
な
る
。
こ
の
う
ち
第
三
・
四
回
の
講
義
は
、
筆
者
の
菓
子
栞
研
究
の
一
端
を
紹
介
す
る

も
の
で
、
授
業
で
は
〔
歩
く
編
〕〔
ひ
も
と
く
編
〕
と
い
う
二
本
の
音
声
付
き
ス
ラ
イ
ド
を
用
意
、〔
歩
く
編
〕
で
は
筆
者
が
現
地
を

訪
れ
た
際
の
写
真
や
入
手
資
料
な
ど
を
も
と
に
テ
レ
ビ
の
旅
番
組
風
（
学
生
か
ら
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」、
あ
る
い
は
「
Ｅ

テ
レ
」風
、
な
ど
と
評
さ
れ
た
）の
ス
ラ
イ
ド
と
し（
扱
っ
た
地
域
は
、
第
三
回
…
千
葉
・
市
川
市
、
第
四
回
…
宮
崎
県
日
向
市
美
々

津
町
、
宮
崎
市
周
辺
）、〔
ひ
も
と
く
編
〕
で
は
、
菓
子
栞
の
内
容
等
に
関
す
る
分
析
・
考
察
と
い
う
形
式
に
し
た
。
本
来
な
ら
ば
一

タ
ー
ム
・
八
回
の
授
業
回
数
が
、
今
回
は
六
回
と
な
っ
た
た
め
、
こ
の
菓
子
栞
研
究
に
関
す
る
講
義
回
数
を
減
ら
さ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
他
大
学
で
行
っ
た
菓
子
栞
授
業
は
半
期
、
あ
る
い
は
通
年
開
講
で
、
多
く
の
菓
子
栞
事
例
を
紹
介
す
る
こ
と
が

出
来
、
そ
れ
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
お
け
る
創
作
菓
子
・
菓
子
栞
の
成
果
に
も
繋
が
っ
て
い
た
こ
と
を
実
感
し
て
い
た
だ
け
に
、
今

後
、
千
葉
大
学
で
菓
子
栞
授
業
を
行
う
際
は
、
半
期
で
の
開
講
も
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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４
、
教
材

①
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
『「
菓
子
栞
」
集
』
の
活
用

筆
者
は
以
前
、
自
ら
収
集
し
た
菓
子
栞
を
研
究
や
授
業
で
活
用
す
る
た
め
、
千
葉
大
学
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
リ
ン
ク
・
セ
ン
タ
ー
共

同
研
究
部
門
の
協
力
に
よ
っ
て
約
百
点
の
菓
子
栞
を
電
子
化
し
、
そ
れ
ら
を
元
に『「
菓
子
栞
」集
』（
冊
子
版
お
よ
び
電
子
版〔EPU

B

版
、pdf

版
〕）
を
制
作
し

２た
。
そ
し
て
各
大
学
の
授
業
に
お
い
て
、
学
生
に
冊
子
版
・
電
子
版
の
両
者
を
配
布
し
、
ど
ち
ら
が
使
い

や
す
い
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
長
所
・
短
所
等
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
と
こ
ろ
（
二
〇
一
四
〜
二
〇
一
五
年
度
実
施
）、
い
ず
れ
の
大
学

で
も
冊
子
版
の
方
が
良
い
と
す
る
意
見
が
多
か
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
「
書
き
込
み
が
出
来
る
」「
や
は
り
本
は
紙
が
良
い
、
紙

の
方
が
読
み
や
す
い
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。
一
方
、
電
子
版
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
学
生
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
閲
覧
す
る
た
め

「（
画
面
が
小
さ
く
）
見
づ
ら
い
」「
い
ち
い
ち
ス
マ
ホ
上
で
開
く
の
が
面
倒
」
な
ど
、
必
ず
し
も
評
価
は
高
く
な
か
っ
た
。
し
か
し

今
年
度
の
授
業
で
は
、
学
生
へ
直
接
冊
子
版
を
配
布
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
た
め
、
必
然
的
に
電
子
版
の
み
の
利
用
と
な
っ
た
。
電

子
版
の
長
所
と
し
て
、
冊
子
版
は
予
算
の
関
係
で
モ
ノ
ク
ロ
で
あ
る
の
に
対
し
、
電
子
版
は
カ
ラ
ー
で
見
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
各
菓

子
店
舗H

P

のU
RL

に
リ
ン
ク
さ
せ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
調
べ
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
実
際
、
今
年
度
利

用
し
た
学
生
か
ら
も
「
カ
ラ
ー
で
見
て
い
て
楽
し
い
」「
教
科
書
か
ら
店
のH

P

、
さ
ら
に
そ
こ
で
気
に
な
っ
た
こ
と
を
ネ
ッ
ト
上
で

調
べ
る
等
、
展
開
で
き
る
の
が
良
い
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
ま
た
本
教
材
制
作
当
時
と
比
べ
て
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
所
有
す
る
学
生
も
増
加
し
た
と
考
え
ら
れ
、
制
作
当
初
は
あ
ま
り
学
生
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
電
子
版
が
、
メ
デ
ィ

ア
授
業
に
お
い
て
は
大
い
に
そ
の
利
点
を
発
揮
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

②
「
菓
子
栞
ア
ー
カ
イ
ブ
」
の
設
定

（１３９）
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M
oodle

上
に
、
筆
者
所
蔵
の
菓
子
栞
デ
ー
タ
約
百
点
を
、
日
本
地
域
別
に
フ
ォ
ル
ダ
に
分
け
て
ア
ッ
プ
し
、
学
生
が
自
由
に
閲

覧
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
こ
れ
は
、
そ
も
そ
も
多
く
の
学
生
、
い
や
一
般
の
人
々
は「
菓
子
栞
」を
じ
っ
く
り
眺
め
る
機
会
も
な
く
、

具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
掴
み
に
く
い
と
思
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
学
生
か
ら
の
菓
子
栞
報
告
・
情
報
を
投
稿
す
る
「
み
ん
な
で

つ
く
る
菓
子
栞
ア
ー
カ
イ
ブ
」
を
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
し
て
設
定
し
た
が
、
授
業
回
数
も
少
な
く
、
学
生
は
他
の
課
題
等
も
あ
る
た

め
か
、
こ
ち
ら
は
活
用
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

二
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
「
千
葉
大
学
・
創
作
大
学
銘
菓
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
に
つ
い
て

１
、
大
学
銘
菓
に
つ
い
て
―
概
要
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
説
明
（
第
二
回
授
業
）

第
二
回
授
業
に
お
い
て
、
首
都
圏
の
い
く
つ
か
の
大
学
銘
菓
の
事
例
を
示
し
た
上
で
、
千
葉
大
学
の
大
学
銘
菓
を
紹
介
し
た
。
現

在
、
千
葉
大
学
に
は
「
ピ
ー
ナ
ツ
せ
ん
べ
い
」（
豆
処
は
せ
べ
）、「
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
サ
ブ
レ
ー
」（
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
サ
ブ
レ
ー
本
舗

と
み

い
）、「
落
花
生
パ
イ
」（
蓮
香
堂
）、「
千
葉
大e-m

a
の
ど
飴
」（U

H
A

味
覚
糖
）、
ま
た
二
〇
一
九
年
よ
り
販
売
が
開
始
さ
れ
た
「
千

葉
大
学
ク
ッ
キ
ー
」（
コ
ロ
ン
バ
ン
）
が
あ
る
。
こ
の
中
で
「
ピ
ー
ナ
ツ
せ
ん
べ
い
」
に
は
以
前
、
名
刺
大
の
菓
子
栞
が
入
っ
て
お

お
も
て

り
、
表
面
に
け
や
き
会
館
の
写
真
、
裏
面
に
は
次
の
よ
う
な
文
章
が
書
か
れ
て
い
た
。

千
葉
大
学
で
は
、
全
９
学
部
（
※
現
在
は
１０
学
部

筆
者
・
注
）
か
ら
な
る
総
合
大
学
で
す
。
緑
に
あ
ふ
れ
た
広
い
キ
ャ
ン

パ
ス
で
、
学
問
に
サ
ー
ク
ル
に
と
、
た
く
さ
ん
の
学
生
が
充
実
し
た
学
生
生
活
を
満
喫
し
て
い
ま
す
。「
つ
ね
に
、
よ
り
高
き

も
の
を
め
ざ
し
て
」
と
い
う
理
念
の
も
と
、
創
造
的
な
教
育
・
研
究
活
動
を
通
し
て
の
社
会
貢
献
を
使
命
と
し
、
学
生
と
と
も

千
葉
大
学
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に
千
葉
大
学
は
挑
戦
し
つ
づ
け
ま
す
。

千
葉
県
は
落
花
生
が
特
産
。
こ
の
せ
ん
べ
い
は
㈱
は
せ
べ
が
千
葉
大
学
の
た
め
に
製
造
し
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
う
ち
傍
線
部
の
記
述
は
「
教
育
・
研
究
活
動
」「
学
生
と
と
も
に
」「
千
葉
大
学
は
」
と
あ
る
よ
う
に
、
主
語
が
「
千
葉
大
学

（
あ
る
い
は
教
員
）」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
様
々
な
大
学
が
学
生
に
よ
る
大
学
銘
菓
（
た
と
え
ば
南
九
州
大
学
の
サ
ツ
マ
イ

モ
を
素
材
と
し
た
菓
子
、「
若
紫
」
な
ど
）
を
制
作
す
る
昨
今
、
大
学
の
ア
ピ
ー
ル
の
た
め
に
も
、
学
生
開
発
の
大
学
銘
菓
、「
学
生

目
線
」
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
菓
子
栞
が
欲
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
「
千
葉
大
学
ク
ッ
キ
ー
」（
コ
ロ
ン
バ
ン
）
に
も
栞
は
入
っ

て
い
る
も
の
の
、
そ
の
内
容
は
、
こ
の
ク
ッ
キ
ー
の
原
型
（
元
の
商
品
）
で
あ
る
「
フ
ー
ル
セ
ッ
ク
」
の
説
明
で
あ
り
、
千
葉
大
学

に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
「
フ
ー
ル
セ
ッ
ク
」
は
、
多
く
の
大
学
が
大
学
銘
菓
に
採
用
し
て
い
る
た

３め
、
大
学
独
自

色
と
い
う
点
で
も
や
や
弱
い
も
の
が
あ
ろ
う
。
学
生
に
は
以
上
の
よ
う
な
現
状
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
だ
け
で
は
な
い
千

葉
県
の
魅
力
、
そ
し
て
千
葉
大
学
の
特
色
が
全
面
に
出
る
よ
う
な
新
・
大
学
銘
菓
を
制
作
す
べ
く
、
本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
意
図
を

説
明
し
た
。

２
、
実
施
方
法
―Team
s

の
利
用

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
先
立
ち
、
ま
ず
、
こ
れ
ま
で
一
度
も
顔
を
合
わ
せ
た
こ
と
も
な
い
学
生
同
士
の
交
流
を
促
す
た
め
、

M
oodle

で
三
〜
四
名
の
グ
ル
ー
プ
を
作
成
し
、
グ
ル
ー
プ
チ
ャ
ッ
ト
を
行
わ
せ
た
（
第
二
〜
三
回
授
業
）。
し
か
しM

oodle

で
は
、

LIN
E

な
ど
と
異
な
り
、
い
つ
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
が
チ
ャ
ッ
ト
を
投
稿
し
た
の
か
分
か
ら
ず
、M

oodle

に
定
期
的
に
ア
ク
セ
ス

し
、
チ
ェ
ッ
ク
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
会
話
が
同
時
に
行
え
な
い
た
め
チ
ャ
ッ
ト
が
盛
り
上
が
ら
な
い
、
な
ど
の
理
由
か
ら
、

あ
ま
り
う
ま
く
機
能
し
な
か
っ
た
。

（１４１）
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そ
の
た
め
、
当
初M

oodle

の
グ
ル
ー
プ
フ
ォ
ー
ラ
ム
、W

iki

等
の
利
用
を
検
討
し
て
い
た
大
学
銘
菓
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
、T

eam
s

で
行
う
こ
と
に
変
更
し
た
。
具
体
的
に
は
、T
eam
s

に
お
い
て
筆
者
が
学
生
の
利
用
者
番
号
に
よ
り

三
〜
四
名
編
成
の
「
チ
ー
ム
」
を
作
成
、
三
九
の
「
菓
子
栞
グ
ル
ー
プ
」
チ
ー
ム
を
設
定
し
、
第
三
回
授
業
時
に
「
グ
ル
ー
プ
一
覧

表
」
を
配
布
し
た
。
グ
ル
ー
プ
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
様
々
な
学
部
の
学
生
が
受
講
す
る
普
遍
教
育
授
業
の
特
徴
を
生
か
し
、
で
き

る
だ
け
複
数
学
部
の
混
合
に
な
る
よ
う
留
意
し
た
。
ま
た
そ
れ
ま
で
の
履
修
状
況
（
動
画
閲
覧
・
課
題
提
出
状
況
）
に
よ
り
、
受
講

状
況
が
良
く
な
い
学
生
に
は
、M

oodle

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
参
加
の
意
志
を
確
認
し
た
。
こ
れ
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
実
施
に
先
立
ち
、
学
生
か
ら
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
対
す
る
意
見
（
実
施
に
ふ
さ
わ
し
い
人
数
・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
実
施
を
ど
う
思

う
か
等
）
を
ア
ン
ケ
ー
ト
し
た
際
（
第
二
回
授
業
）、「
参
加
に
消
極
的
な
人
が
い
る
と
、
非
常
に
や
り
づ
ら
い
」
と
い
う
声
が
あ
っ

た
た
め
で
あ
る
。

学
生
に
はT

eam
s

利
用
に
際
し
ビ
デ
オ
通
話
も
可
と
し
、
各
グ
ル
ー
プ
で
や
り
や
す
い
方
法
（
チ
ャ
ッ
ト
、
ビ
デ
オ
通
話
）
を

相
談
さ
せ
、
活
動
す
る
よ
う
指
示
し
た
。
ま
た
筆
者
は
、
各
グ
ル
ー
プ
のT

eam
s

上
の
活
動
状
況
を
定
期
的
に
確
認
し
、
ア
ク
セ

ス
し
て
い
な
い
学
生
に
は
、M

oodle

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
個
別
に
連
絡
を
し
、
参
加
を
促
し
た
。
な
おT

eam
s

は
、
学
生
の
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
活
動
の
み
に
利
用
し
、
通
常
の
授
業
は
、
こ
れ
ま
で
通
りM

oodle

に
て
行
っ
た
。

３
、
作
品
制
作
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
方
法

従
来
の
対
面
授
業
に
お
け
る
菓
子
栞
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
各
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
自
由
と
し
、
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
、
紙
芝
居
、
ポ
ス
タ
ー
、
実
物
（
模
型
、
あ
る
い
は
試
作
品
〔
＋
試
食
〕）
提
示
等
、
様
々
な
方
法
で
行
わ
れ
て
い
た
。

し
か
し
今
回
は
、
筆
者
が
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
・
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
用
意
し
、「
ス
ラ
イ
ド
四
枚
以
内
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
音
声
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な
し
」
と
し
た
。
こ
れ
は
提
出
時
の
フ
ァ
イ
ル
容
量
の
問
題
、
ま
た
発
表
時
、
各
作
品
の
ス
ラ
イ
ド
枚
数
が
多
い
と
、
約
四
〇
の
グ

ル
ー
プ
作
品
を
閲
覧
す
る
の
に
非
常
に
時
間
が
か
か
る
と
い
う
理
由
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
提
出
はM

oodle

の
「
課
題
」
に
よ
り
、

グ
ル
ー
プ
の
代
表
者
一
名
が
行
う
こ
と
と
し
た
。

４
、
作
品
発
表
・
投
票
（
第
五
回
授
業
）

提
出
さ
れ
た
作
品
をpdf

化
し
、
三
つ
の
フ
ァ
イ
ル
（
一
フ
ァ
イ
ル
に
つ
き
一
三
グ
ル
ー
プ
の
作
品
）
に
分
け
て
閲
覧
で
き
る
よ

うM
oodle

に
ア
ッ
プ
し
、「
総
合
」「
菓
子
栞
」
の
二
部
門
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、
そ
の
選
定
理
由
と
と
も
に

「
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
」
に
回
答
す
る
形
式
で
投
票
を
行
っ
た
。
特
筆
す
べ
き
は
、
こ
の
短
い
授
業
期
間
、
さ
ら
に
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
と
い
う
慣
れ
な
い
環
境
の
中
、
提
出
期
限
を
過
ぎ
た
グ
ル
ー
プ
も
あ
っ
た
も
の
の
、
全
三
九
グ
ル
ー
プ
が
作
品
を

完
成
出
来
た
こ
と
で
あ
る
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
実
施
に
あ
た
り
、
学
生
同
様
（
あ
る
い
は
学
生
以
上
に
）
不
安
を
抱
え
て
い
た
筆
者

に
と
っ
て
、
全
作
品
を
受
領
し
た
際
に
は
安
堵
す
る
と
と
も
に
、
学
生
た
ち
の
集
中
力
、
パ
ワ
ー
に
心
か
ら
感
動
し
た
。

５
、
結
果
発
表
・
ま
と
め
（
第
六
回
授
業
）

投
票
者
一
一
七
名
（
学
生
、
お
よ
び
Ｔ
Ａ
）
か
ら
の
投
票
を
ま
と
め
、
授
業
ス
ラ
イ
ド
内
で
は
「
総
合
」「
菓
子
栞
」
各
部
門
の

一
〜
三
位
を
発
表
、
講
評
・
表
彰
式
（
画
面
に
賞
状
を
掲
示
し
て
筆
者
が
読
み
上
げ
、
表
彰
式
風
の
音
楽
を
流
し
た
）
を
行
っ
た
。

ま
た
投
票
結
果
・
学
生
の
コ
メ
ン
ト
・
感
想
は
、
別
途
フ
ァ
イ
ル
に
ま
と
めM

oodle

に
て
配
布
し
た
。
以
下
、
上
位
作
品
を
い
く

つ
か
紹
介
す
る
。

〔
総
合
〕

一
位
「
１０
学
部
１０
色
の
こ
ん
ぺ
い
と
う
」【
図
１
】

（１４３）
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千
葉
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ー
ク
と
似
た
形
状
の
金
平
糖
を
モ
チ
ー
フ
と

し
、
千
葉
大
学
の
十
学
部
を
十
色
十
種
類
の
味
（
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
、
梨
、
苺
、
サ
ツ
マ

イ
モ
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
抹
茶
、
ソ
ー
ダ
、
ブ
ド
ウ
、
オ
レ
ン
ジ
、
桃
）
で
表
現
し

た
。
容
器
は
透
明
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
瓶
で
、
瓶
首
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ー
ク

形
の
菓
子
栞
を
結
び
つ
け
、
同
マ
ー
ク
が
記
さ
れ
た
巾
着
に
入
れ
「
高
級
感
」（
学

生
に
よ
る
ス
ラ
イ
ド
の
説
明
文
に
よ
る
）
を
出
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

（
学
生
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
）

・「
千
葉
大
学
の
学
部
に
注
目
し
て
い
る
点
が
新
鮮
に
感
じ
た
。
栞
本
文
の
学
部
説

明
で
、
祖
父
や
祖
母
な
ど
に
自
分
の
学
ん
で
い
る
こ
と
を
伝
え
ら
れ
る
と
思
っ

た
。
ま
た
、
千
葉
の
名
産
品
で
十
味
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
も
よ
い
と
思
っ
た
」

・「
可
愛
ら
し
い
入
れ
物
や
巾
着
、
金
平
糖
と
い
う
「
イ
ン
ス
タ
映
え
」
に
最
適
と

も
言
え
る
要
素
が
多
く
あ
っ
て
と
て
も
好
印
象
だ
っ
た
。
幅
広
い
年
齢
層
に
受
け

入
れ
ら
れ
そ
う
」

二
位
「
チ
バ
ニ
ア
ン
」

「
千
葉
が
新
時
代
を
切
り
開
く
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
も
と
、
二
〇
二

〇
年
に
命
名
さ
れ
た
地
質
年
代
区
分
「
チ
バ
ニ
ア
ン
」
と
、
様
々
な
分
野
で
新
し
い

時
代
を
切
り
開
い
て
い
く
千
葉
大
学
を
重
ね
て
い
る
（
さ
ら
に
チ
バ
ニ
ア
ン
の
調

【図１】「１０学部１０色のこんぺいとう」
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査
・
研
究
に
は
本
学
教
員
も
携
わ
っ
て
い
る
）。
菓
子
は
、
地
層
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ベ
ー
ス
の
ミ
ル
フ
ィ
ー
ユ
、
さ

ら
に
上
部
に
は
鉱
物
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
を
の
せ
る
。
菓
子
栞
は
地
層
の
イ
メ
ー
ジ
で
蛇
腹
折
り
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
学
生
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
）

・「
チ
バ
ニ
ア
ン
の
研
究
・
調
査
に
、
千
葉
大
学
が
関
係
し
て
い
る
と
い
う
の
は
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
。
菓
子
栞
を
蛇
腹
に
し
て
地
層

の
イ
メ
ー
ジ
を
表
現
す
る
の
も
面
白
い
」

〔
菓
子
栞
部
門
〕

一
位
「
ち
ば
あ
む
」【
図
２
】

総
合
大
学
で
あ
る
千
葉
大
学
に
お
い
て
、
た
く
さ

ん
の
学
部
が
一
体
と
な
り
「
輪
に
な
っ
て
」
学
ぶ
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
十
の
学
部
を
十
色
で
表
現
し

た
カ
ラ
フ
ル
な
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
。
ま
た
中
央
部
に

は
千
葉
県
特
産
落
花
生
「
千
葉
Ｑ
な
っ
つ
」（
甘
み

が
強
く
菓
子
に
向
い
た
品
種
と
さ
れ
る
）
を
使
用
。

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
繋
が
る
輪
、
広
が
る
学

び
」。
菓
子
栞
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ー
ク

（
赤
）
を
モ
チ
ー
フ
に
、
木
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
茶
色

地
を
重
ね
合
わ
せ
、
毛
筆
（
手
書
き
）
に
よ
る
本
文

【図２】「ちばあむ」（上：菓子栞 下：菓子）

（１４５）
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が
示
さ
れ
る
。

（
学
生
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
）

・「
手
書
き
の
菓
子
栞
は
や
は
り
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
、
親
し
み
も
感
じ
ら
れ
る
。
マ
ー
ク
を
模
し
た
赤
い
色
紙
に
黒
字
で
大
胆
に

文
字
を
書
く
と
い
う
斬
新
さ
が
印
象
的
で
あ
る
。
ま
た
十
学
部
が
手
を
取
り
合
い
、
ひ
と
つ
の
輪
と
な
る
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
も

非
常
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
良
い
と
思
う
。
学
生
数
が
多
く
、
学
部
数
も
多
い
千
葉
大
学
の
特
徴
を
よ
く
捉
え
て
い
る
」

・「
か
わ
い
ら
し
い
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
と
、
と
て
も
格
好
良
い
栞
、
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
良
い
」

二
位
「K

IZN
A
PU
RE
H
O
N
EY
D
O
RA
Y
A
K
I

」
※
総
合
部
門
で
も
三
位

千
葉
大
学
環
境
健
康
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
セ
ン
タ
ー
で
製
造
し
て
い
る
ハ
チ
ミ
ツ
と
、
千
葉
県
・
鴨
川
の
特
産
品
で
あ
る
レ
モ
ン
を

使
用
し
た
ど
ら
焼
き
。
ど
ら
焼
き
の
皮
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ー
ク
の
焼
印
が
あ
る
。
菓
子
栞
本
文
は
「
１

千
葉
大
学
と

は
？
」「
２

K
IZN
A
PU
RE
H
O
N
EY
D
O
RA
Y
A
K
I

の
こ
だ
わ
り
」「
３

は
ち
み
つ
の
こ
だ
わ
り
」「
４

レ
モ
ン
の
こ
だ
わ

り
」、
さ
ら
に
「
１０
学
部
に
ち
な
ん
で
千
葉
大
学
の
魅
力
を
１０
個
紹
介
」
と
し
、「
総
合
大
学
で
い
ろ
い
ろ
な
分
野
の
授
業
が
受
け
ら

れ
る
！
」「
緑
が
多
く
て
癒
や
さ
れ
る
！
」
な
ど
十
項
目
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（
学
生
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
）

・「
千
葉
大
学
や
菓
子
に
つ
い
て
の
説
明
は
も
ち
ろ
ん
、
食
材
の
こ
だ
わ
り
や
千
葉
大
学
の
魅
力
が
、
学
生
の
目
線
か
ら
丁
寧
に
紹

介
さ
れ
て
い
る
」

・「
栞
形
状
が
二
つ
折
に
な
っ
て
お
り
、
写
真
や
菓
子
の
紹
介
等
、
画
面
構
成
も
し
っ
か
り
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
が
具
体

的
に
書
か
れ
て
い
て
、
読
む
と
食
べ
た
く
な
っ
た
。
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
等
で
千
葉
大
学
の
こ
と
を
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
る

千
葉
大
学
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人
に
最
適
」

同
点
二
位
「
千
葉
大
ロ
シ
ア
ン
ま
ん
じ
ゅ
う
」

園
芸
学
部
で
栽
培
し
て
い
る
イ
チ
ジ
ク
餡
の
饅
頭
。
し
か
し
箱
中
に
一
つ
だ
け
激
辛
餡
を
混
ぜ
る
と
い
う
ゲ
ー
ム
性
の
高
い
菓

子
。
菓
子
栞
本
文
は
「
亜
米
利
加
の
�
夢
の
国
�
が
千
葉
に
誕
生
す
る
遙
か
昔
、
千
葉
は
と
ん
で
も
な
い
�
悪
夢
の
国
�
だ
っ
た
…
」

と
始
ま
り
、
以
下
、
古
代
〜
中
世
に
お
け
る
数
々
の
戦
乱
（
結
城
合
戦
、
国
府
台
合
戦
等
）
を
挙
げ
、「
こ
の
悪
夢
の
よ
う
な
出
来

事
を
経
て
、
こ
の
怨
念
が
ま
ん
じ
ゅ
う
に
乗
り
移
り
、
あ
ん
な
に
美
味
し
か
っ
た
無
花
果
が
激
辛
に
！
果
た
し
て
、
そ
の
呪
い
を
喰

ら
う
の
は
一
体
誰
か
？
」「
ど
き
ど
き
は
ら
は
ら
「
千
葉
大
ロ
シ
ア
ン
ま
ん
じ
ゅ
う
」、
ど
う
ぞ
召
し
上
が
れ
」
と
結
ば
れ
る
。

（
学
生
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
）

・「
と
に
か
く
内
容
が
面
白
か
っ
た
で
す
。
脇
目
も
ふ
ら
ず
最
後
ま
で
読
み
ま
し
た
。
物
語
調
に
な
っ
て
い
て
、
続
き
が
気
に
な
る

効
果
を
も
た
ら
し
て
い
た
の
だ
と
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
文
字
の
フ
ォ
ン
ト
や
栞
の
紙
の
色
も
本
文
に
あ
っ
て
い
る
」

・「
千
葉
が
誇
る
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
か
ら
始
ま
り
、
夢
の
国
か
ら
悪
夢
の
国
へ
と
変
換
さ
せ
た
の
が
す
ご
い
と
思
っ
た
。
し
っ

か
り
と
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
性
が
あ
っ
て
面
白
か
っ
た
」

こ
の
他
、
一
九
二
五
年
日
本
初
の
ラ
ジ
オ
放
送
が
、
千
葉
大
学
工
学
部
の
前
進
・
東
京
高
等
工
芸
学
校
の
施
設
か
ら
行
わ
れ
た
こ

と
に
ち
な
ん
だ
「
千
葉
大
ラ
ジ
ヲ
カ
ス
テ
ラ
」、「
千
葉
大�

学
」
と
「
大�

福
」
を
掛
け
、
千
葉
県
の
特
産
物
で
あ
る
「
梨
」「
落
花
生
」

「
び
わ
」「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
」
の
四
種
類
の
味
を
詰
め
合
わ
せ
、
菓
子
栞
は
千
葉
県
の
形
状
で
蛇
腹
折
り
に
し
た
「
千
葉
大
福
」
な

ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
。
作
品
全
体
に
対
す
る
学
生
の
コ
メ
ン
ト
で
も
「
い
ず
れ
も
レ
ベ
ル
が
高
く
選
ぶ
の
に

苦
労
し
た
」「
ク
オ
リ
テ
ィ
が
非
常
に
高
く
て
、
一
つ
一
つ
見
て
い
て
楽
し
か
っ
た
」「
こ
ん
な
ア
イ
デ
ィ
ア
も
あ
っ
た
の
か
、
と
驚
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き
の
連
続
だ
っ
た
」
等
、
作
品
の
完
成
度
に
対
す
る
驚
嘆
・
称
賛
の
声
が
多
か
っ
た
。
さ
ら
に
「
普
遍
科
目
と
い
う
こ
と
で
、
い
ろ

い
ろ
な
学
部
の
人
た
ち
の
知
識
が
集
約
さ
れ
た
活
動
・
作
品
に
な
っ
た
と
思
う
」
と
い
う
、
様
々
な
専
門
・
関
心
を
持
つ
学
生
が
集

ま
る
普
遍
教
育
授
業
に
お
い
て
、
本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
こ
と
の
意
義
を
指
摘
す
る
コ
メ
ン
ト
も
あ
っ
た
。

６
、
提
出
作
品
の
傾
向

作
品
全
体
の
傾
向
と
し
て
、
主
に
次
の
よ
う
な
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①
千
葉
大
学
マ
ス
コ
ッ
ト
・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ニ
シ
・
イ
ノ
・
マ
ツ
」
の
使
用

②
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
以
外
の
千
葉
県
特
産
物
（
梨
、
び
わ
、
ス
イ
カ
等
）
の
使
用

③
千
葉
大
学
の
特
色
を
生
か
し
た
も
の
（
総
合
大
学
、
日
本
唯
一
の
園
芸
学
部
等
）

①
に
つ
い
て
は
、
現
在
販
売
さ
れ
て
い
る
「
千
葉
大
学
ク
ッ
キ
ー
」（
コ
ロ
ン
バ
ン
）
は
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
（
缶
）
に
同
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
ク
ッ
キ
ー
自
体
の
プ
リ
ン
ト
（
絵
柄
）
は
「
千
葉
大
学
」
と
「
弥
生
の
鐘
」
で
あ
り
、
菓

子
自
体
に
は
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
マ
ス
コ
ッ
ト
・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
認
知
度
を
高
め
る
た
め
に
も
積
極
的
に
利
用

し
た
方
が
良
い
、
と
い
う
学
生
の
意
見
が
多
か
っ
た
。
ま
た
②
は
、
筆
者
が
授
業
ス
ラ
イ
ド
内
で
「
脱
・
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
大
学
！
」
を

強
調
し
た
せ
い
も
あ
る
が
、
③
と
と
も
に
、
地
方
出
身
者
お
よ
び
一
年
生
に
と
っ
て
、
千
葉
県
、
千
葉
大
学
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

る
絶
好
の
機
会
と
な
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

７
、
オ
ン
ラ
イ
ン
・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
対
す
る
学
生
の
感
想
・
意
見

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
終
了
後
、
学
生
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
コ
メ
ン
ト
に
は
「
会
っ
た
こ
と
も
な
い
人
た
ち
と
活
動
す
る
こ
と
に
最
初
は

少
し
抵
抗
が
あ
っ
た
が
、
や
っ
て
み
る
と
誰
か
と
課
題
を
す
る
の
は
非
常
に
楽
し
く
協
力
し
て
何
か
を
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
、
今
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葉
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こ
の
よ
う
な
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
一
層
感
じ
ら
れ
た
」（
一
年
）、「
メ
ン
バ
ー
で
時
間
を
指
定
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
草
案
を
練
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
、
総
合
的
に
と
て
も
楽
し
く
、
や
っ
て
良
か
っ
た
」（
一
年
）
と
い
う
肯
定
的
な
意
見
が
多
か
っ
た
。
ま
た
「
顔
が

見
え
な
い
分
、
言
葉
に
集
中
で
き
、
し
ぐ
さ
や
顔
色
な
ど
の
余
計
な
こ
と
に
気
を
取
ら
れ
ず
、
わ
ざ
わ
ざ
ど
こ
か
に
集
ま
る
必
要
も

な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
自
宅
で
出
来
た
の
も
利
点
だ
と
思
い
ま
し
た
」（
四
年
）
と
い
う
、
対
面
に
は
無
い
良
さ
を
指
摘
す
る
コ
メ
ン
ト

も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
「
周
囲
に
千
葉
大
学
の
人
が
誰
も
い
な
い
状
態
で
入
学
し
た
た
め
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
の
テ
レ
ビ
通
話

が
、
同
じ
大
学
の
人
と
初
め
て
話
し
、
顔
を
見
る
機
会
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
活
動
が
で
き
て
良
か
っ
た
」（
一
年
）
と
い
う
コ

メ
ン
ト
に
は
、
こ
の
コ
ロ
ナ
渦
に
お
い
て
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
た
「
人
と
の
繋
が
り
」
の
重
要
性
、「
普
通
に
」
会
う
こ
と
が
、
実

は
「
普
通
」
で
は
な
い
こ
と
、
な
ど
、
様
々
な
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

そ
の
一
方
、「
会
っ
た
こ
と
も
な
い
人
と
い
き
な
り
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
う
の
は
難
し
い
」（
一
年
）、「
対
面
な
ら
表
情
等
か
ら

伝
わ
る
細
か
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
わ
か
り
に
く
い
」（
一
年
）、「
全
く
連
絡
が
取
れ
ず
、
活
動
に
参
加
し
な
い
人
が
居
て
困
っ
た
」（
一

年
）
な
ど
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
難
し
さ
を
唱
え
る
コ
メ
ン
ト
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

８
、
授
業
運
営
上
の
課
題

今
回
の
オ
ン
ラ
イ
ン
・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は
、
多
く
の
学
生
た
ち
の
み
な
ら
ず
、
筆
者
に
と
っ
て
も
初
め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
。

そ
こ
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
課
題
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①
学
生
へ
の
指
示
・
説
明
の
難
し
さ
、
対
面
授
業
時
以
上
の
丁
寧
な
説
明
の
必
要
性

一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
筆
者
が
作
成
・
配
布
し
た
作
品
提
出
用
ス
ラ
イ
ド
・
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
対
し
、
そ
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
ど
こ

ま
で
加
工
し
て
よ
い
の
か（
デ
ザ
イ
ン
そ
の
ま
ま
、
色
を
変
え
る
位
は
大
丈
夫
、
同
フ
ァ
イ
ル
さ
え
使
用
す
れ
ば
良
く
加
工
は
Ｏ
Ｋ
、
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等
）、
学
生
の
解
釈
に
幅
が
あ
り
、
そ
の
結
果
、
色
や
デ
ザ
イ
ン
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
他
グ
ル
ー
プ
の
作
品
を
見
て
「
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

は
あ
そ
こ
ま
で
変
え
て
よ
か
っ
た
の
か
」
と
い
う
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
解
釈
を
巡
っ
て
、
複
数
の
学
生
か
ら
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。
こ

れ
は
ひ
と
え
に
筆
者
（
教
員
）
の
説
明
不
足
に
起
因
す
る
も
の
だ
が
、
こ
れ
が
対
面
授
業
な
ら
ば
、
授
業
内
に
質
問
が
出
た
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
メ
デ
ィ
ア
授
業
で
は
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
メ
ー
ル
等
で
「
わ
ざ
わ
ざ
」
質
問
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
学
生
に
と
っ
て
質
問

に
対
す
る
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
い
う
傾
向
が
あ
る
。
教
員
側
は
そ
の
点
に
留
意
し
た
上
で
、
出
来
る
だ
け
丁
寧
な
説
明
を
す
る
よ
う

心
が
け
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

②
学
生
の
活
動
が
見
え
に
く
い

対
面
授
業
で
は
、
授
業
中
の
教
室
循
環
、
出
欠
状
況
な
ど
で
把
握
で
き
る
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
（
特
に
オ
ン
デ
マ
ン
ド
）
で
は
、
学

生
が
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
か
掴
み
に
く
い
。T

eam
s

に
お
け
る
グ
ル
ー
プ
活
動
状
況
は
、
適
宜
チ
ャ
ッ
ト
の
様
子
な

ど
を
確
認
し
て
い
た
も
の
の
、
や
は
り
限
界
が
あ
っ
た
。

③
学
生
同
士
、
教
員
・
学
生
間
の
関
係
性
の
構
築

恐
ら
く
、
こ
の
③
が
最
も
重
要
か
つ
難
し
い
も
の
だ
ろ
う
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
成
功
の
可
否
は
、
学
生
同
士
が
い
か
に
協
同
し
て

活
動
を
行
え
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
対
面
授
業
な
ら
ば
、
学
生
同
士
、
最
低
で
も
一
度
は
教
室
で
顔
を
合
わ
せ
て
お
り
、
少
な
く

と
も
同
じ
授
業
を
受
講
し
て
い
る
「
仲
間
意
識
」
は
芽
生
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
メ
デ
ィ
ア
授
業
（
特
に
オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
）
で
は
、

学
生
は
教
員
と
一
対
一
で
授
業
を
行
っ
て
い
る
感
覚
が
強
く
、
他
の
受
講
生
の
存
在
は
認
識
し
づ
ら
い
。
学
生
同
士
、
そ
し
て
学
生

と
教
員
が
、い
か
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、信
頼
関
係
を
築
け
る
か
、メ
デ
ィ
ア
授
業
に
お
け
る
大
き
な
課
題
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
様
々
な
課
題
が
見
え
て
き
た
本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
あ
り
、
筆
者
も
日
々
試
行
錯
誤
、
失
敗
の
連
続
で
あ
っ
た
。
し
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か
し
学
生
た
ち
は
、
教
員
の
失
敗
に
も
柔
軟
に
対
応
し
、
素
晴
ら
し
い
作
品
を
生
み
出
し
て
く
れ
た
。
本
授
業
を
作
り
上
げ
て
く
れ

た
学
生
た
ち
、
支
え
て
く
れ
た
Ｔ
Ａ
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
心
か
ら
感
謝
し
た
い
。

お
わ
り
に

本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
い
わ
ゆ
る
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
―
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
一
例
と
言
え
る
。
二

〇
二
〇
年
は
、
二
〇
一
六
年
一
二
月
の
中
央
教
育
審
議
会
答
申
に
基
づ
き
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
が
本
格
的
に
実
施
さ
れ
る

年
と
な
る
は
ず
で
あ
っ

４た
。
し
か
し
実
際
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
各
種
学
校
は
休
校
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

授
業
再
開
後
も
、
大
学
で
は
メ
デ
ィ
ア
授
業
が
主
流
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
こ
れ
ま
で
対
面
を
基

本
と
し
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
、
メ
デ
ィ
ア
授
業
で
ど
の
よ
う
に
行
う
か
、
今
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
、
そ
し
て

大
学
教
育
は
新
た
な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
関
し
て
筆
者
は
、
日
本
古
典
文
学
を
い
か
に
実
践
的
に
学
ぶ
か
、
と
い
う
観
点
か
ら
結
成
さ
れ
た

古
典
文
学
研
究
者
た
ち
に
よ
る「
日
本
文
学
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
研
究
会
」に
参
加
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
て
き

５た
。

そ
の
う
ち
平
野
多
恵
氏
（
成
蹊
大
学
）
と
と
も
に
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
務
め
た
二
〇
一
九
年
度
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
剣
の
謎
に
イ

ド
む：

剣
ク
ロ
ニ
ク
ル
の
編
纂
」
を
も
と

６に
、
今
回
、
本
稿
に
お
い
て
報
告
し
た
「
菓
子
栞
」
授
業
と
同
じ
二
〇
二
〇
年
度
前
期
、

文
学
部
開
講
科
目
「
日
本
文
学
史
ａ
」（「
草
薙
の
剣
」
か
ら
読
む
文
学
史
）
の
メ
デ
ィ
ア
授
業
（
オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
）
を
行
っ
た
。

こ
れ
は
も
と
も
と
対
面
で
開
催
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
、
メ
デ
ィ
ア
授
業
に
応
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

（１５１）

「
菓
子
栞
」・
創
作
大
学
銘
菓
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
―
―
―

メ
デ
ィ
ア
授
業
に
お
け
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
試
み
―
―
―



今
後
、
メ
デ
ィ
ア
授
業
は
大
学
に
お
け
る
「
新
し
い
日
常
」
と
な
る
だ
ろ
う
。
メ
デ
ィ
ア
授
業
に
お
け
る
学
生
の
能
動
的
な
学
び

の
方
法
を
、
こ
れ
か
ら
も
模
索
し
て
い
き
た
い
。

※
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
Ｃ
「
高
大
連
携
に
よ
る
古
典
文
学
の
探
究
型
授
業
の
教
材
作
成
と
教
育
モ
デ
ル
構
築
の

実
践
的
研
究
」（
課
題
番
号

１９K００５３０

研
究
代
表
者：

𠮷
野
朋
美
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

注
１

そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
菓
子
栞
研
究
に
関
す
る
覚
書
」（『
人
文
研
究
』
四
四

二
〇
一
五
・
三
）
参
照
。

２

そ
の
概
要
は
、
栃
木
博
子
・
能
登
谷
泰
見
・
長
丁
光
則
・
小
野
永
貴
「
デ
ジ
タ
ル
教
材
作
成
支
援
の
実
績
（
共
同
研
究
部
門
に
お
け
る

活
動
）」（
千
葉
大
学
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
リ
ン
ク
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
つ
な
が
る
学
び：

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
リ
ン
ク
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か

ら
」
二
〇
一
四
・
十
二
・
二
二

於：
千
葉
大
学
け
や
き
会
館
）、
藤
原
由
季
・
菅
野
美
香
・
能
登
谷
泰
見
・
鈴
木
敏
幸
・
平
野
桃
子
・

兼
岡
理
恵
「
菓
子
栞
デ
ジ
タ
ル
資
料
集
の
開
発
と
国
文
学
授
業
へ
の
活
用
」（「
日
本
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
学
会
発
表
第
五
回
年
次
大
会
」
二

〇
一
六
・
八
・
二
〇
〜
二
一

於：

京
都
産
業
大
学
）
等
に
て
報
告
さ
れ
た
。

３

た
と
え
ば
首
都
圏
の
大
学
で
は
、
東
京
大
学
・
明
治
大
学
・
青
山
学
院
大
学
・
駒
澤
大
学
（
現
在
は
販
売
さ
れ
て
い
な
い
）・
東
京
理

科
大
学
・
中
央
大
学
な
ど
。

４

渡
部
淳
『
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
は
何
か
』（
岩
波
新
書

二
〇
二
〇
）「
は
じ
め
に
」（
�
頁
）。

５

本
研
究
会
と
第
一
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
平
野
多
恵
「
古
典
文
学
を
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
ま
な
ぶ

和

歌
を
演
じ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」（『
リ
ポ
ー
ト
笠
間
』
五
八
号

二
〇
一
五
・
六
）
五
〜
八
頁
〔
笠
間
書
院Blog

http:／／kasam
ashoin.

jp／２０１５／０６／５８_７.htm
l

）
参
照
。

６

同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
お
よ
び
そ
れ
以
前
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
平
野
多
恵
・
兼
岡
理
恵
「
大
・
院
・
社
会
人
連
携
に
よ

千
葉
大
学

人
文
研
究

第
五
十
号

（１５２）



る
古
典
文
学
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
試
み：

日
本
文
学
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
研
究
会
主
催

第
五
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
剣
の
謎
に
イ

ド
む：

剣
ク
ロ
ニ
ク
ル
の
編
纂
」
報
告
」（『
成
蹊
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
五
五
号

二
〇
二
〇
・
三
）
参
照
。

（１５３）

「
菓
子
栞
」・
創
作
大
学
銘
菓
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
―
―
―

メ
デ
ィ
ア
授
業
に
お
け
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
試
み
―
―
―
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